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2017年 9月期 第 2四半期 連結決算概況について 

１．ハイライト 

① 連結売上高 前年同期比30%増収 27四半期連続で前年比より増加 

② 建築技術者派遣事業 派遣単価の改善が進み営業利益が前年同期比+37%増益に 

③ 建築技術者派遣事業 定着率 74%と前年同期68%から 6ポイントの大幅改善 

２．経営成績 

 ① 連結                                    （百万円） 

 
2016年 9月期 

第 2四半期 

2017年 9月期 

第 2四半期 

前年同期比 

増減 増減率 

売上高 11,195 14,517 +3,321 29.7% 

営業利益 1,211 1,290 +78 6.5% 

経常利益 1,238 1,368 +130 10.5% 

当期純利益 831 822 △8 △1.0% 

② 建築技術者派遣事業                             （百万円） 

 
2016年 9月期 

第 2四半期 

2017年 9月期 

第 2四半期 

前年同期比 

増減 増減率 

売上高 8,425 10,901 +2,476 29.4% 

営業利益 1,068 1,460 +391 36.6% 

期末技術者数 2,908人 3,865人 +922人 31.3% 

期中平均技術者数 2,859人 3,643人 +784人 27.4% 

３．サマリー 

① 売上高 定着率が 2013年 6月以来の 74%超となったことで稼働人数が増加+派遣単価の

上昇で建築技術者派遣事業が 29%増収、エンジニア派遣事業でもエンジニア数

の増加により 24%の増収となりました。その結果、連結売上高では 30%増収の

14,517百万円となりました。 

② 営業利益 建築技術者派遣事業にて派遣単価が上昇、その結果、売上総利益率が 31%とな

り前年同期比 0.3pt.改善、販管費増加をこなし営業利益が 37%増益となりまし

た。連結営業利益では、教育および IT関連事業が先行投資期間のため△245百

万円となったため、7%の増益と増益率は限定的となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～下半期について～ 

建築技術者派遣事業では、派遣単価と3

年半ぶりに 74%超となった定着率の好調

は下半期も継続いたします。 

エンジニア派遣事業では、積極採用に

よるエンジニア増で増収継続も採用費先

行となる見込みです。 

教育およびIT関連事業では引き続き投

資期間となりますが、業績が好転する関

連会社も現れ営業損失は縮小となる見込

みです。 

[ご参考] 建築技術者派遣事業における売上総利益の推移 

1,355 

1,746 

26.2 

30.8 29.8 
31.1 

0

32

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

売上総利益

利益率

+29% 

FY2016 FY2017 

(%) (百万円) 


